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政
府
は
９
月
13
日
、
大
綱

を
改
定
・
閣
議
決
定
し
た
。

１
９
９
５
年
施
行
の
高
齢
社

会
対
策
基
本
法
に
お
い
て
作

成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
６
年
ぶ
り

の
改
定
と
な
っ
た
。

大
綱
の
概
要

大
綱
の
概
要

　

大
綱
は
第
１
・
目
的
及
び

基
本
的
考
え
方
、
第
２
・
分

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
米
大

リ
ー
グ
で
は
大
谷
翔
平
が
前

人
未
到
の
50
本
塁
打
、
50
盗

塁「
50-

50
」
を
達
成
。
国

内
で
は
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
２
年
連
続
最
下
位

か
ら
６
年
振
り
に
ク
ラ
イ
マ�

ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
進
出
を
果

た
し
た
▼
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
に
は
２
０
０
万
人
以
上

の
観
客
が
訪
れ
、
チ
ケ
ッ
ト

購
入
や
飲
食
店
約
60
店
舗
の

支
払
い
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
。
Ｄ
Ｘ
化
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
ん
だ
の
は
利
用
者
と
提
供

者
が
利
便
性
を
実
感
・
共
有

し
た
か
ら
だ
▼
一
方
で
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
を
謳
う
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
１
割
程

度
。
煩
わ
し
さ
と
負
担
増
で

利
便
性
や
有
益
性
の
理
解
は

深
ま
ら
ず
、
紙
の
保
険
証
廃

止
を
唐
突
に
打
ち
出
し
、
保

団
連
の
マ
イ
ナ
保
険
証
ト
ラ

ブ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
を

「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

と
一
蹴
し
た
デ
ジ
タ
ル
相
は

降
板
と
な
っ
た
▼
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
躍
進
で
は
新
庄
剛
志

監
督
の
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た

選
手
起
用
と
臨
機
応
変
な
采

配
、
フ
ァ
ン
と
選
手
を
愛
す

る
姿
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

石
破
内
閣
誕
生
で
リ
ー
ダ
ー

の
資
質
と
手
腕
が
問
わ
れ
る

べ
き
臨
時
国
会
は
、
解
散
・

選
挙
モ
ー
ド
一
色
で
議
員
の

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
。
佳
境
を

迎
え
た
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

や
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
期
待
が

膨
ら
む
の
も
当
然
か
。（
Ｍ
）

野
別
の
基
本
的
施
策
、第
３
・

推
進
体
制
等
よ
り
成
る
。
第

１
で
は
、
日
本
は
超
高
齢
社

会
と
な
り
、
ま
た
高
齢
者
の

就
業
人
口
も
増
加
し
、
年
齢

に
よ
っ
て
「
支
え
る
側
」
と

「
支
え
ら
れ
る
側
」
を
画
す

る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
高

齢
者
像
を
模
索
す
る
時
代
が

到
来
し
つ
つ
あ
る
と
述
べ
、

施
策
整
備
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。

　

第
２
の
分
野
別
の
基
本
施

策
の
う
ち
、
健
康
・
福
祉
に

関
す
る
項
目
を
表
１
に
示

す
。非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
、

重
要
な
項
目
も
多
く
、
推

進
す
べ
き
施
策
も
あ
る
。
し

か
し
⑶
の
持
続
可
能
な
高
齢

者
医
療
制
度
の
運
営
の
項
目

で
は
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口

３
割
負
担（
現
役
並
み
所
得
）

の
判
断
基
準
の
見
直
し
等
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
し

た
。
３
割
負
担
の
対
象
者
は

現
在
約
７
％
と
さ
れ
て
お

り
、
大
幅
拡
大
を
狙
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
12

月
に
決
定
さ
れ
た
全
世
代
型

社
会
保
障
構
築
を
目
指
す
改

革
の
道
筋（
改
革
工
程
）
に

基
づ
き
、
２
０
２
８
年
度
ま

で
の
実
施
を
目
指
す
。

　

２
０
２
２
年
10
月
に
、
後

期
高
齢
者
で
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
人
の
負
担
が
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
現
在
、
高
齢
者
の
窓

口
負
担
は
表
２
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

世
代
間
の
不
公
平

世
代
間
の
不
公
平

��

解
消
を
言
う
が

解
消
を
言
う
が

　

現
役
並
み
所
得
の
判
断
基

準
の
見
直
し
の
大
き
な
理
由

が
世
代
間
の
不
公
平
の
是
正

で
あ
る
。
し
か
し
、
22
年
の

引
き
上
げ
に
よ
る
現
役
世
代

の
負
担
軽
減
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
高
齢
者
の
受
診
率
は
低

下
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
高
齢
者
の
医

療
費
が
高
い
の
は
加
齢
に
よ

る
受
療
率
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
負
担
率
が
同
じ

で
あ
れ
ば
高
齢
者
の
負
担
は

一
層
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

高
齢
者
か
ら
見
れ
ば
不
公
平

で
あ
る
。

安
心
と
程
遠
い

安
心
と
程
遠
い

��

年
金
運
営

年
金
運
営

　

分
野
別
の
基
本
的
施
策
の

最
初
の
項
目
で
あ
る「
就
業
・

所
得
」
の
部
分
で
は
、
公
的

年
金
制
度
の
安
定
的
運
営
と

高
齢
期
に
向
け
た
資
産
形
成

の
支
援
を
述
べ
て
い
る
。
大

綱
が
謳
う
よ
う
な
、
希
望
に

応
じ
て
働
き
続
け
、
社
会
保

障
の
担
い
手
で
あ
る
た
め
に

は
、
在
職
老
齢
年
金
の
問
題

の
解
決
が
必
要
だ
。
賃
金
と

厚
生
年
金
の
合
計
が
一
定
額

を
超
え
る
と
支
給
額
の
一
部

ま
た
は
全
部
が
カ
ッ
ト
さ
れ

る
現
在
の
仕
組
み
は
、
長
く

働
く
高
齢
者
に
と
っ
て
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
見
直
し
検
討
は
明

記
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
資
産
形
成
に
つ
い

て
、
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）
の
加
入
年

齢
の
引
き
上
げ
や
拠
出
限
度

額
の
上
限
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
２
０
２
４
年
度
中
に
結

論
を
得
る
と
し
て
い
る
。
運

用
リ
ス
ク
を
高
齢
者
個
人
に

負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
安

心
と
は
程
遠
い
。

◇　

◇　

◇

　

大
綱
は
、
全
般
的
に
は
高

齢
者
自
身
に
今
以
上
の
努
力

を
促
し
、
負
担
に
繋
が
る
項

目
も
多
い
。
国
が
社
会
保
障

に
責
任
を
持
つ
と
い
う
基
本

的
な
観
点
が
不
足
し
て
い

る
。
自
助
・
共
助
・
公
助
と

い
う
軛
か
ら
脱
却
し
、
社
会

保
障
の
自
然
増
ま
で
削
る
よ

う
な
予
算
編
成
を
止
め
、
真

の
高
齢
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

政
策
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

衆議院選挙衆議院選挙
政党・立候補予定者に実施

「医療に関するアンケート」
　調査結果を北海道保険医会ホームページ
（https://x.gd/iB0YA）に掲載していますの
で、ご参照ください。
　なお、右記QRからもご覧いただけます。
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２
面
…
●
時
論
「
選
定
療
養
の
矛
盾

を
問
う
」

　
　
　
●
解
説
「
厚
労
省
　
２
０
２
５

　
　
　
　
年
度
予
算
概
算
要
求
　
医

療
Ｄ
Ｘ
推
進
等
、
重
点
要

求
が
出
さ
れ
る
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

字　数 
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締切日 
11月15日（金）必着

テーマは問いません。
随筆（暮らしの中での
思い、旅行記、趣味紹
介、ユニークな視点 
等）をお寄せください。
写真も募集しますので、
奮ってご応募ください。

北海道保険医会 広報部
〒060-0042
札幌市中央区大通西6丁目 
 北海道医師会館3F

TEL  011-231-6281
FAX  011-231-6283
E-mail  info@h-hokenikai.com

作品は、こちらまで

号
集
特
年
新

中
集
募
稿
原

！

（１）　健康づくりの総合的推進
（２）　持続的な介護保険制度と介護サービスの充実
（３）　持続可能な高齢者医療制度の運営
（４）　認知症施策の総合的かつ計画的な推進
（５）　がん対策の推進
（６）　人生の最終段階における医療・ケアの体制整備
（７）　身寄りのない高齢者への支援
（８）　支援を必要とする高齢者を地域で支える仕組みづくりの促進
（９）　加齢による難聴等への対応

　本会では複数の公式 SNS を開設しました。イベン
トのご案内や最新の医療情報、会員向けの共済制度
や書籍の新刊情報など先生のお役に立つ情報を発信
予定です。ぜひ「いいね！」や「フォロー」をよろしく
お願いします！

公式SNS始めました

facebook®

一般社団法人北海道保険医会

いいね！お待ちしてます

@h_hokenikai

follow me!!

X（旧twitter）
@h_hokenikai

follow me!!

＼ぜひ覗いてみてください！／

表１  �分野別の基本施策：健康・福祉に関する項目

年齢 自己負担割合

70歳～ 74歳
一般所得者� ２割　　
現役並み所得者� ３割　　

75歳以上
（後期高齢者医療制度）

一般所得者� １割　　
一定以上の所得者� ２割※　
現役並み所得者� ３割※※

※　所得金額 200 万円以上 383 万円未満等
※※　所得金額 383 万円以上等

表２  �高齢者の医療費の自己負担割合

　
高
齢
社
会
対
策
大
綱（
以
下
、
大
綱
）
は
年
齢
に
関
わ
り
な
く
希
望
に
応

じ
て
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
経
済
社
会
の
構
築
を
謳
い
、
高
齢
者
の
一
層
の
就

労
を
促
す
一
方
で
、
75
歳
以
上
の
窓
口
３
割
負
担
の
対
象
拡
大
検
討
を
明
記

し
た
。
高
齢
者
に
一
層
の
負
担
増
を
強
い
る
も
の
で
容
認
で
き
な
い
。

7575
歳
以
上
の
「
３
割
負
担
」
対
象
拡
大
検
討
を
明
記

歳
以
上
の
「
３
割
負
担
」
対
象
拡
大
検
討
を
明
記

�
—
 

�
—
 

高
齢
社
会
対
策
大
綱

高
齢
社
会
対
策
大
綱  ——



（2）2024年（令和6年）10月20日 北 海 道 保 険 医 新 聞 第1034号（昭和40年4月18日　第3種郵便物認可）

　

２
０
２
４
年
10
月
１
日

よ
り
一
部
の
長
期
収
載
品

の
処
方
が
選
定
療
養
費
の�

対
象
と
な
っ
た
。
本
邦
に

お
け
る
選
定
療
養
費
の
起

源
は
１
９
３
９
年
、
入
院

料
の
差
額
徴
収
に
端
を
発

し
、
１
９
８
４
年
の
健
保

法
改
正
で
特
定
療
養
費
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
個
室

利
用
等
を
患
者
の
選
択
に

よ
る
選
定
療
養
と
し
て
保

険
の
適
用
外
と
定
義
し
、

差
額
を
徴
収
す
る
形
で
導

入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
１
９�

９
２
年
に
は
医
療
保
険
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
っ
て
選
定
療
養
の
適

用
範
囲
や
基
準
が
明
確
化

さ
れ
た
が
、
２
０
０
６
年

に
は
特
定
療
養
費
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
特
定
療
養
費

を
評
価
療
養
と
選
定
療
養

の
２
分
野
に
分
け
て
保
険

診
療
と
の
併
用
を
可
能
と

す
る
保
険
外
併
用
療
養
費

制
度
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
を
鑑
み

る
に
、
今
般
の
一
部
長
期

収
載
品
処
方
の
選
定
療
養

費
化
の
根
底
に
は
、
長
期

収
載
品
の
処
方
根
拠
が
患

者
希
望
の
み
に
依
る
場
合

に
は
、
そ
の
処
方
は
保
険

の
適
用
外
た
る
要
素
が
あ

ろ
う
と
い
う
理
論
展
開
が

あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
建
前
的
に
は
医
療
費

の
適
正
化
と
患
者
の
意
識

改
革
を
促
す
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年

の
医
療
費
増
大
に
は
薬
価

の
極
め
て
高
い
新
薬
の
登

場
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
長
期
収
載
品
の
処

方
根
拠
に
蓋
然
性
を
持
た

せ
る
た
め
に
は
、
後
発
品

と
長
期
収
載
品
の
同
等
性

が
患
者
に
理
解
で
き
る
水

準
で
担
保
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
７

月
12
日
に
示
さ
れ
た
長
期

収
載
品
処
方
に
関
す
る
疑

義
解
釈
資
料
に
よ
れ
ば

「
安
全
性
の
観
点
等
か
ら

長
期
収
載
品
の
処
方
等
を

す
る
医
療
上
の
必
要
が
あ

る
と
判
断
す
る
場
合
」
を

医
師
の
判
断
基
準
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
両
者
の
同
等
性
が
実
際

的
に
は
担
保
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
公
然
の
認
識
で

あ
る
故
で
は
な
い
か
。

　

後
発
薬
メ
ー
カ
ー
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
か

ら
４
年
を
経
過
し
て
も
な

お
後
発
品
の
品
薄
状
態
は

解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
汎

用
性
の
高
い
薬
剤
す
ら
供

給
不
安
定
の
中
で
、
こ
の

よ
う
に
幾
重
も
の
矛
盾
を

内
包
す
る
施
策
を
講
じ
る

こ
と
が
果
た
し
て
妥
当
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。　

　

医
薬
品
の
投
与
は
、
そ

の
選
択
を
含
め
て
あ
く
ま

で
医
師
の
裁
量
権
に
委
ね

ら
れ
る
べ
き
で
、
制
度
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

次
年
度
概
算
要
求
の
要
点

次
年
度
概
算
要
求
の
要
点

　

厚
労
省
の
予
算
要
求
額
は

一
般
会
計
総
額
で
過
去
最
大

の
34
兆
２
７
６
３
億
円
と
な

り
、
前
年
度
比
４
５
７
４
億

円
増
と
大
幅
な
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
大
部
分

を
占
め
る
年
金
・
医
療
等
の

経
費
は
32
兆
４
３
７
５
億
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
比
で

３
６
７
７
億
円
増
加
。
高
齢

化
な
ど
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
自

然
増
で
は
４
１
０
０
億
円

（
他
府
省
庁
所
管
予
算
の
増

加
額
４
０
０
億
円
を
含
む
）

を
計
上
し
て
い
る
。

　

な
お
、
薬
価
改
定
へ
の
対

応
や
物
価
高
騰
対
策
、
賃
上

げ
促
進
環
境
整
備
対
応
な
ど

の
重
要
政
策
に
つ
い
て
は
概

算
要
求
段
階
で
は
具
体
的
な

金
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求

と
し
、
年
末
ま
で
の
予
算
編

成
過
程
で
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。

　

厚
労
省
の
２
０
２
５
年
度

の
概
算
要
求
に
お
け
る
重
点

事
項
の
３
本
柱
は
「
全
世
代

型
社
会
保
障
の
実
現
に
向
け

た
保
健
・
医
療
・
介
護
の
構

築
」「
持
続
的
・
構
造
的
な

賃
上
げ
に
向
け
た
三
位
⼀
体

の
労
働
市
場
改
⾰
の
推
進
と

多
様
な
⼈
材
の
活
躍
促
進
」

「
⼀⼈⼀⼈



が
⽣
き
が
い
や

役
割
を
持
つ
包
摂
的
な
社
会

の
実
現
」
で
あ
る
。

　

医
療
分
野
で
の
重
点
要
求

で
は
⑴
創
薬
力
強
化
に
向
け

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

と
医
薬
品
等
の
安
定
供
給
確

保
⑵
医
療
・
介
護
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
、
地
域
医
療
・
介
護
の

基
盤
強
化
の
推
進
等
⑶
国
際

保
健
へ
の
戦
略
的
取
り
組

み
、
感
染
症
対
策
の
体
制
強

化
⑷
予
防
・
重
症
化
予
防
、

女
性
の
健
康
づ
く
り
、
認
知

症
施
策
の
推
進
等
―
の
４
項

目
を
掲
げ
て
い
る
。

医
薬
品
の
安
定
供
給
へ

医
薬
品
の
安
定
供
給
へ

　

医
薬
品
等
の
安
定
供
給
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品

供
給
状
況
の
迅
速
な
情
報
提

供
を
可
能
と
す
る
「
医
薬
品

安
定
供
給
・
流
通
確
認
シ
ス

テ
ム
（
仮
称
）」
の
開
発
や

抗
菌
薬
の
安
定
供
給
に
向
け

た
体
制
整
備
に
、
前
年
度
当

初
予
算
の
10
倍
の
総
額
17
億

円
を
計
上
し
た
。

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

　

医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
関
連
は

前
年
度
当
初
予
算
比
78
％
増

の
３
５
８
億
円
を
求
め
た
。

①
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
と
情

報
の
標
準
化
等
に
よ
る
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
②
電
子
処
方
箋
の

さ
ら
な
る
全
国
的
な
普
及
拡

大
③
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
の
推
進
④
医
療
機

関
等
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
―

な
ど
を
経
費
と
し
て
盛
り
込

ん
で
い
る
。

　

特
に
、
医
療
等
情
報
の
二

次
利
用
に
向
け
て
は
、
公
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
一
元
的

に
利
用
・
解
析
で
き
る
「
情

報
連
携
基
盤
」
を
構
築
す
る�

計
画
が
示
さ
れ
た
図
１
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
中
に

本
格
稼
働
す
る
「
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
」
の

も
と
に
集
め
ら
れ
た
医
療
等

情
報
の
二
次
利
用
も
可
能
と

す
る
見
込
み
だ
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
新
た
な
「
情
報
連

携
基
盤
」
と
「
電
子
カ
ル
テ

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
仮

称
）」
の
構
築
に
向
け
、
各

種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
デ
ー

タ
連
携
方
法
、
安
全
管
理
措

置
等
を
含
め
た
調
査
設
計
を

厚
労
省
が
委
託
し
た
民
間
事

業
者
で
行
う
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
制
度
の

か
か
り
つ
け
医
機
能
制
度
の

��

整
備
推
進

整
備
推
進

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告

制
度
を
含
め
た
医
療
機
能
情

報
提
供
制
度
の
全
国
統
一
シ

ス
テ
ム
の
運
用
・
保
守
・
改

修
等
の
経
費
は
前
年
度
の

２
・
１
億
円
か
ら
19
億
円
の

大
幅
増
で
推
進
枠
と
し
て
要

望
図
２
。
前
年
度
に
引
き

続
き
全
国
統
一
シ
ス
テ
ム
に

係
る
運
用
・
保
守
や
、
か
か

り
つ
け
医
機
能
に
関
す
る
報

告
項
目
の
見
直
し
に
伴
う
改

修
の
ほ
か
、
２
０
２
５
年
度

よ
り
新
た
に
施
行
さ
れ
る
か

か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
が
報

告
を
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ（
医
療
機

関
等
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
）

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

◇　

◇　

◇

　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
国

民
の
生
活
に
直
結
す
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
が
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル

が
頻
発
し
て
お
り
、
そ
の
安

全
性
へ
の
懸
念
が
根
強
い
。

　

概
算
要
求
で
は
医
療
等
情

報
の
一
元
化
や
二
次
利
用
な

ど
十
分
に
議
論
が
尽
く
さ
れ

た
と
は
い
え
な
い
計
画
が
示

さ
れ
た
。
医
療
Ｄ
Ｘ
導
入
を

急
ぐ
あ
ま
り
、
医
療
現
場
の

混
乱
を
招
き
、
結
果
と
し
て

国
民
の
命
を
危
険
に
晒
す
事

態
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

政
府
は
国
民
の
命
と
健
康

を
守
る
と
い
う
責
務
を
自
覚

し
て
安
全
性
を
確
保
し
、
国

民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。

図１  �電子カルテ等医療情報の二次利用のイメージ（厚労省資料より一部改変）

図２  �かかりつけ医機能報告制度のシステム構築等の流れ（厚労省資料より）

選
定
療
養
の
矛
盾
を
問
う

解　説

厚
労
省　

２
０
２
５
年
度
予
算
概
算
要
求

厚
労
省　

２
０
２
５
年
度
予
算
概
算
要
求

　　

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
等
、
重
点
要
求
が
出
さ
れ
る

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
等
、
重
点
要
求
が
出
さ
れ
る

　
厚
労
省
は
次
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
概
算
要
求
を
公
表
し
た
。
要
求

額
は
34
兆
２
７
６
３
億
円
と
な
り
、
過
去
最
大
と
な
っ
た
。
重
要
政
策
推
進

枠
で
は
総
額
１
５
０
８
億
円
を
要
求
。
医
薬
品
等
の
安
定
供
給
確
保
や
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
医
師
偏
在
対
策
等
の
地
域
医
療
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
経
費

を
盛
り
込
ん
だ
。
本
稿
で
は
概
要
を
解
説
す
る
。
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「
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る

女
」
は
村
上
春
樹
の
短
編
小

説
で
す
。
村
上
氏
は
と
て
も

高
名
な
の
で
説
明
の
必
要
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本

国
内
の
人
気
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
多
く
の
作
品
が
翻
訳
さ

れ
海
外
で
の
評
価
も
大
変
高

い
作
家
で
す
。

　

い
く
つ
か
の
作
品
が
実
写

化
さ
れ
て
い
ま
す
が
今
年
、

初
の
ア
ニ
メ
作
品「
め
く
ら

や
な
ぎ
と
眠
る
女
」
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。
監
督
は
ピ

エ
ー
ル
・
フ
ォ
ル
デ
ス
。
フ

ラ
ン
ス
の
ア
ニ
メ
作
家
で
制

作
会
社
も
フ
ラ
ン
ス
で
す
。

東
日
本
大
震
災
直
後
の
日
本

が
舞
台
で
す
が
人
物
や
背
景

な
ど
い
か
に
も
欧
州
的
な
造

形
で
す
。
６
つ
の
短
編
、
表

題
作
と
「
か
え
る
く
ん
、
東

京
を
救
う
」「
バ
ー
ス
デ
イ
・

ガ
ー
ル
」「
か
い
つ
ぶ
り
」「
ね

じ
ま
き
鳥
と
火
曜
日
の
女
た

ち
」「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
釧
路
に
降

り
る
」
を
オ
ム
ニ
バ
ス
で
は

な
く
巧
み
に
１
本（
１
０
９

分
）
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
再
構

成
し
て
い
ま
す
。

　

少
々
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
せ
い

か
上
映
館
が
実
に
少
な
く
北

海
道
で
は
狸
小
路
の
サ
ツ
ゲ

キ
一
館
の
み
で
し
た
。
公
開

間
も
な
い
８
月
１
日
に
満
を

持
し
て
吹
き
替
え
版
を
観
に

行
き
ま
し
た
。
映
画
の
日

１
２
０
０
円
で
す
。

　

平
日
の
昼
下
が
り
と
は
い

え
１
７
０
席
の
シ
ア
タ
ー
に

観
客
は
３
人
。中
年
の
女
性
、

高
齢
の
男
性
、
私
。
全
員
お

一
人
様
。
内
容
は
本
当
に
面

白
く
て
良
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
特
に
「
か
え
る
く

ん
」
が
動
き
喋
る
様
子
に
感

動
で
す
（
村
上
短
編
の
中
で

も
屈
指
の
人
気
作
品
。
お
す

す
め
）。
帰
宅
後
、
原
作
の

短
編
を
全
て
読
み
直
し
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
精
査
し
て
原
作

と
の
違
い
や
村
上
氏
の
感
想

を
チ
ェ
ッ
ク
。

　

さ
ら
に
翌
週
の
８
月
８
日

に
は
字
幕
版
も
観
に
行
き
ま

し
た
。
還
暦
過
ぎ
な
の
で
シ

ニ
ア
割
１
３
０
０
円
で
す
。

今
度
は
２
０
０
席
の
シ
ア

タ
ー
で
若
い
カ
ッ
プ
ル
な
ど

10
人
ち
ょ
い
の
観
客
。
同
列

に
座
っ
て
い
た
若
者
は
爆
睡

し
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
公

開
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
Ｄ

Ｖ
Ｄ
発
売（
絶
対
買
い
ま
す
）

と
配
信
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
木
曜
午
後
の
休
診

日
に
う
ま
く
時
間
を
や
り
く

り
す
る
と
一
人
映
画
鑑
賞
が

催
、
７
月
20
日
か
ら
は
札
幌

開
催
と
Ｊ
Ｒ
Ａ（
日
本
中
央

競
馬
会
）
の
夏
競
馬
も
今
日

で
最
終
日
。
近
年
は
ウ
マ
娘

ブ
ー
ム
で
若
者
の
来
場
や
子

供
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

遊
び
場
の
整
備
も
充
実
し
て

家
族
連
れ
で
大
賑
わ
い
。
競

馬
を
始
め
た
40
年
前
、
当
時

千
葉
県
在
住
の
た
め
近
郊
の

中
山
競
馬
場
、
東
京
競
馬
場

に
観
戦
に
行
く
こ
と
も
度
々
。

こ
の
時
代
、
何
か
殺
伐
と
し

た
雰
囲
気
の
な
か
で
若
者
は

恐
る
恐
る
競
馬
観
戦
を
し
て

い
た
。
ゴ
ー
ル
と
同
時
に
外

れ
馬
券
が
宙
を
舞
う
、
そ
ん

な
光
景
は
今
は
見
ら
れ
ず
、

す
っ
か
り
雰
囲
気
も
か
わ
り

親
し
み
や
す
い
競
馬
場
へ
と

変
化
。
馬
産
地
北
海
道
で
Ｊ

Ｒ
Ａ
の
競
馬
が
見
ら
れ
る
の

は
ほ
ん
の
数
週
間
。
北
海
道

競
馬（
い
わ
ゆ
る
地
方
競
馬
）

は
門
別
の
み
平
日
ナ
イ
タ
ー

開
催
だ
が
、
札
幌
競
馬
場
は

自
宅
か
ら
ほ
ど
近
く
つ
い
つ

い
足
繫
く
通
っ
て
し
ま
う
。

一
度
見
た
馬
が
ま
た
出
走
。

ま
た
２
着
。
や
っ
ぱ
り
最
後

の
詰
め
が
甘
い
！
と
ま
る
で

自
分
自
身
の
こ
と
の
よ
う
に

感
情
移
入
。
推
し
騎
手
を
パ

ド
ッ
ク
ま
で
見
に
行
き
写
真

を
撮
り
、
今
日
は
何
を
食
べ

よ
う
か
と
ち
ょ
っ
と
し
た
グ

ル
メ
も
楽
し
め
る
。
一
日
い

な
く
て
も
数
時
間
で
も
楽
し

め
る
こ
の
時
期
の
最
高
の
息

抜
き
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
来
年
も
行
こ
う
！

　

と
こ
ろ
で
、
馬
券
の
ほ
う

は
？
そ
れ
は
言
わ
ぬ
が
花�

で
…
。

で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
あ
の
小
さ
な
映
画
館
で

今
度
は
ビ
ー
ル
と
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
で
も
買
っ
て
何
か
観

よ
う
か
な
と
考
え
て
い
る
元

映
画（
文
学
）
青
年
で
し
た
。

　
「
ど
っ
」「
ど
っ
」「
ど
っ
」

４
コ
ー
ナ
ー
の
カ
ー
ブ
か
ら

最
後
の
直
線
に
向
け
て
競
走

馬
の
足
音
が
だ
ん
だ
ん
近
く

な
る
。「
パ
ッ
シ
ー
」「
パ
ッ

シ
ー
」と
鞭
の
音
。「
は
ぁ
！
」

と
騎
手
の
か
け
声
。
ほ
ぼ
同

時
に
「
〇
〇（
馬
名
）」「
〇
〇

（
騎
手
の
名
前
）い
け
ぇ
ー
！

追
え
ー
」
と
観
客
の
歓
声
。

そ
し
て
ゴ
ー
ル
へ
。
逃
げ

粘
っ
た
か
差
し
た
か
…
。

　

こ
こ
は
札
幌
競
馬
場
の
４

コ
ー
ナ
ー
か
ら
最
後
の
直
線

を
見
渡
せ
る
芝
生
席
。
ゴ
ー

ル
前
か
ら
約
２
０
０
ｍ
離
れ

た
こ
の
辺
り
は
ゴ
ー
ル
前
の

混
雑
や
喧
騒
か
ら
や
や
離
れ
、

ベ
ン
チ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
顔
を
上
げ

る
と
青
空
の
向
こ
う
に
は
札

幌
駅
周
辺
の
高
層
ビ
ル
を
望

め
る
雄
大
な
景
色
が
見
ら
れ
、

日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
る
非
日
常
の
空
間
…
と

浸
っ
て
い
る
暇
も
な
く
視
線

は
次
の
レ
ー
ス
の
馬
柱
へ
。

　

６
月
８
日
か
ら
の
函
館
開

　

「
と
も
ぐ
い
」
で
直
木
賞

を
受
賞
し
た
作
家
の
河
﨑
秋

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
９
月

28
日
に
文
化
講
演
会
を
札
幌

市
内
で
開
催
。
道
内
各
地
よ

り
多
く
の
文
学
フ
ァ
ン
が
か

け
つ
け
、熱
心
に
聴
講
し
た
。

　

講
演
で
は
、
河
﨑
氏
が
作

家
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
か
ら
、
小
説
家
と

し
て
の
歩
み
、
そ
し
て
直
木

賞
の
候
補
に
選
ば
れ
受
賞
す

る
ま
で
の
ウ
ラ
話
な
ど
貴
重

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
歯
切
れ

の
よ
い
語
り
口
と
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
で
次
々
と

披
露
し
た
。
特
に
、
本
名
で

執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る
理

由
と
し
て
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

つ
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か

ら
ず
、
自
然
と
本
名
で
デ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
会

場
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

ま
た
、
氏
の
著
作
で
は
、

狩
猟
を
題
材
に
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
た
び
た
び
登
場
し

て
い
る
が
、
狩
猟
の
免
許
は

持
っ
て
い
な
い
と
話
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
作
品
の
た
め
に
地
域
の

歴
史
を
丹
念
に
調
べ
上
げ
、

先
人
た
ち
や
関
係
者
に
話
し

を
聞
き
自
分
の
血
肉
と
し
て

作
品
に
昇
華
さ
せ
て
い
る
と

語
っ
た
。
酪
農
に
従
事
し
た

経
験
も
、
作
品
に
深
み
を
与

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

も
話
し
た
。

　

最
後
に
「
現
実
は
必
ず
し

も
文
学
の
よ
う
に
成
功
に
終

わ
っ
た
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
と
な
ら
な
い
。
大
切
な
の

は
満
ち
足
り
る
た
め
に
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
工

夫
し
て
い
く
こ
と
だ
」
と
参

加
者
に
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
終
了
し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
サ
イ
ン
会

で
は
「
と
も
ぐ
い
」
だ
け
で

な
く
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
作
や
新

刊
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
著
作

に
サ
イ
ン
を
求
め
長
い
列
が

つ
く
ら
れ
た
。
サ
イ
ン
を
も

ら
い
終
え
た
参
加
者
た
ち
は

大
事
そ
う
に
本
を
抱
え
、
満

足
そ
う
に
会
場
を
後
に
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
著
書
を

す
べ
て
読
み
た
い
と
思
っ

た
」「
こ
れ
が
創
作
の
原
動

力
な
の
か
と
感
銘
を
う
け

た
」「
ま
だ
ま
だ
続
け
て
聞

き
た
か
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な

い
時
間
を
あ
り
が
と
う
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
大
変
盛

会
で
あ
っ
た
。

講演する河﨑 秋子氏

講師　折茂 武彦 氏
（元プロバスケットボール選手・
　株式会社レバンガ北海道
　代表取締役社長）

第10回歯科市民集会

君の輝きは健口から始まる。頂点を目指せ！

口から幸せになろう。口から幸せになろう。
基調
講演 我がバスケットボール人生

～Bリーグ最年長プレイヤーになるまで～

と　き　11月9日（土） ところ　国際ホール

札幌歯科技工士会の担当講師による
スポーツマウスピースの大切さ講 演

イベント

展 示

キッズ歯科体験イベント
紙コップ等の身近なものを用いて、印象（指型を取る）
等の歯科治療を体験！！

歯科技工士によるスポーツマウスピースの展示
歯科衛生士会による歯科に関する展示

お申し込み 右記のQRまたは本会HPよりお申し込みください

　　　　14：30～16：30 　　　　札幌市中央区北4条西4丁目　　　　札幌国際ビル8階

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

参加資格：北海道保険医会の会員　
参加方法：QRまたは本会HPのご紹介フォームにて、まだ本会に入会してい

ない先生をご紹介ください。
紹介対象：道内で開業または勤務している保険医の医師・歯科医師
紹介後は：ご紹介により本会にご入会された場合、紹介にご協力いただいた

会員の先生に「グルメカタログギフト（4,000円相当）」をプレゼ
ントいたします。

会員ご紹介キャンペーン実施中！
11月30日まで

キャンペーン概要

※本会より「ご紹介したい方」へ入会案内をお送りします。会員の先生より事前にお声かけいただきますと幸いです。

（団体定期保険）
グループ保険の控除証明書

急ぎ必要な先生は共済部まで！
　グループ保険の「控除証明書」は例年11月下旬
を目安に「配当案内」「加入者カード」とともに発送
しております。
それ以前に控除証明書が必要な場合には、

お手数ですが本会事務局共済部までご連絡
ください。準備が完了次第、順次個別に送付さ
せていただきます（11月上旬ごろ発送予定）。

通常
11月下旬に
発送します

◀︎
サ
イ
ン
会
の
様
子

「
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
」
鑑
賞
記

「
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
」
鑑
賞
記

札
幌
支
部　
小
川
医
院

小お
が
わ川　
貴た

か
ふ
み史

夏夏  

競競  

馬馬
札
幌
支
部　
南
１２
条
千
葉
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

巣す
や
ま山　
　
達た

つ
る

文　化文　化
講演会講演会

北
の
大
地
で
実
る
も
の

北
の
大
地
で
実
る
も
の

す
べ
て
を
血
肉
に
作
品
へ

す
べ
て
を
血
肉
に
作
品
へ
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施設基準の届出について

　 　

　

本
年
７
月
16
日
付
け
で
日

本
中
央
競
馬
の
馬
主
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
（
堀
江

貴
文
氏
：
ホ
リ
エ
モ
ン
と
同

期
で
す
）。
昨
年
秋
に
退
職

し
、
そ
の
退
職
金
を
利
用
し

て
投
資
し
た
と
こ
ろ
資
産
が

増
え
、
今
年
の
７
月
に
取
得

で
き
ま
し
た
。
８
月
上
旬
の

株
価
大
暴
落
後
だ
っ
た
ら
絶

対
に
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、

危
な
か
っ
た
で
す
。
早
速
札

幌
馬
主
協
会
に
入
会
し
、
毎

週
馬
主
席
を
堪
能
し
て
い
ま

す
。

　

馬
主
エ
リ
ア
で
以
前
か
ら

お
知
り
合
い
の
某
数
学
の
教

授
で
あ
る
馬
主
さ
ん
に
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
酒
宴

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
酒
宴
に
は
そ
の

馬
主
さ
ん
の
ご
友
人
の
数
学

の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

の
で
す
が
、
な
ん
と
そ
の
先

生
は
小
生
が
浪
人
し
て
い
た

時
ご
教
授
い
た
だ
い
た
先
生

で
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
18
日
に
は
札

幌
競
馬
場
で
一
番
大
き
な

レ
ー
ス
の
札
幌
記
念
が
行
わ

れ
、
コ
ロ
ナ
後
は
指
定
席
が

抽
選
で
落
選
し
続
け
全
く
観

戦
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
は
馬
主
席
で
ゆ
っ
く
り

観
戦
で
き
ま
し
た
。

　

先
日
札
幌
馬
主
協
会
の
懇

親
会
に
参
加
し
、
馬
友（
私

は
競
馬
仲
間
を
こ
う
呼
ん
で

い
ま
す
）
さ
ん
か
ら
の
ご
紹

介
で
同
年
齢
の
馬
主
さ
ん
と

も
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

そ
の
方
か
ら
ま
た
違
う
馬
主

さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
以
前
職
場
で
一
緒

に
働
い
て
い
た
方
と
も
再
会

で
き
、
こ
こ
で
も
世
間
は
狭

い
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
航
空
会
社
の
ス
テ
ー

タ
ス
会
員
や
日
本
中
央
競
馬

馬
主
を
目
標
と
し
、
そ
れ
ら

を
達
成
す
る
た
め
に
色
々
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
職
場
か
ら
は
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
試
合

が
観
戦
し
や
す
く
な
っ
た
た

め
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
今
年

は
す
で
に
10
回
以
上
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
試
合
観
戦
を
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
は
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
シ
ー
ト
を
買

う
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
日
﨑
）

〈
９
月
〉

　

６
日　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

　

７
日　

街
頭
宣
伝
行
動

　

８
日　

�

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

24
日　

第
６
回
理
事
会

　

28
日　

文
化
講
演
会

■
第
６
回
理
事
会

日
時　

９
月
24
日（
火
）

場
所　

本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�
10
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

２
０
２
５
年
度
代
議
員
選

挙
の
代
議
員
定
数
に
つ
い

て
③�

健
康
保
険
証
を
残
す
活
動

に
つ
い
て

④�

団
体
定
期
保
険
の
受
託
生

保
会
社
シ
ェ
ア
配
分
に
つ

い
て

⑤�

共
済
部
担
当
役
員
へ
の
委

嘱
に
つ
い
て

⑥　
そ
の
他

齋
藤　

修
彌
先
生

８
月
30
日
ご
逝
去（
85
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　診療報酬の算定項目の中には対象職種の人員配置や患者数などの実績
値を必要とする施設基準があり、それらについて事前に厚生局へ届出を
行い、受理されなければなりません。また、受理後も施設基準の適正運
用について厚生局等により定期的に調査が行われ、内容と運用に相違が
あることが判明した場合、指導対象となることがあるので日常的な基準
の管理が不可欠となります。
　今般、保団連では施設基準、人員基準等をわかりやすく解説した「届
出医療等の活用と留意点（2024年6月～ 2026年5月版）」を発刊しました。
届出医療の日常管理に是非ご活用ください。
　なお、適時調査の実施要領などについては本書の他、厚労省ホームペー
ジにも掲載されていますのでご確認ください（参照：厚労省HP「適時
調査実施要領」→ https://x.gd/N0W87）。

１．施設基準届出の流れ
　施設基準の届出は自院の人員配置、実績などを鑑み、届出後の運用を
検討した上で厚生局に届出を行う。届出から受理までの流れは下記届出
のフローチャートを参照。

２．適時調査における過去の指摘事例
区　分 指摘事項

入院診療計画書

○�医師及び看護師のみで入院診療計画が作成されてい
たので、医師、看護師、その他必要に応じて関係職
種が共同して総合的な診療計画を策定すること。
○�入院診療計画書の看護計画の記載内容が画一的であ
るため、個々の患者の病状等に応じた記載内容にす
ること。

入院基本料等
○�平均入院患者数について、延べ入院患者数を延べ日
数で除して得た数の小数点以下を切り上げていな
い。

看護配置等

○�入院基本料等の施設基準に係る届出書添付書類（様
式 9）について、「各種委員会に出席した時間が控
除されていない」、「実際の勤務の実態とは異なる内
容の記載が認められた」、「日勤時間帯、夜勤時間帯
の計上誤り」、「申し送り時間の計上に誤り」、「超過
勤務時間を含んでいた」などの例が認められた。

掲示事項

○�入院基本料に係る届出内容の概要について、院内掲
示がない、又は掲示内容が誤っているので適切に掲
示すること。
○�届出された施設基準に係る院内掲示について、一部
掲示漏れ又は誤りが認められたので適切に掲示する
こと。
○�明細書の発行状況に関する事項について、掲示内容
が誤っているので適切に掲示すること。

　本書のご注文・お問い合わせにつきましては本会までご連絡ください。
なお、本会ホームページからもご注文いただけます。
（℡：011-231-6281）
（本会HP：http://www.h-hokenikai.com/）

長期収載品の選定療養

外来患者の注射は対象外に
　メールニュースでもお知らせいたしましたが、厚労省より9月25日付事務連絡にて長期収載品の
処方等又は調剤の取扱いに関する疑義解釈（その3）が発出され、9月26日付で関連の一部訂正通
知が公開されました。
　これにより外来患者の注射に関わる取扱いについて「長期収載品の選定療養の対象とはならな
い」との解釈が示されました。ただし、在宅自己注射を処方した場合については、長期収載品の
選定療養の対象となります。
　算定に関してはご留意いただきますようお願いします。
資料については下記URLまたは右記QRよりご参照ください。
　URL：https://x.gd/EYwwA

ご注意ください！

届出医療等の活用と留意点
－施設基準・人員基準等の手引き－

念
願
の

保
険
医
会
の
動
き

理
事
会
だ
よ
り

会

員

訃

報


